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◆三団体合同新年懇親会開催
～景気回復と地域の活性化を

目指して決意も新たに！～

◆『全国会頭アンケート』結果
Ｑ1 わが国が取り組むべき優先課題
Ｑ2 日本の強みは？
Ｑ3 まち・地域の誇れる点は？

◆改正消費税個別指導会を開催

デスティネーションキャンペーンの試運転で1／25に館山駅に到着したSL機関車D51）

～マル経融資制度～ 
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改 
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により 
「国民生活金融公庫」から借りられる国の制度です。 
 
担保、保証人 
保証協会の保証 
貸付限度額 
返  済  期  間 
利　　　  率 
 
融  資  対  象 

不　要 
不　要 
1,000万円（但し別枠450万円を含む） 
7年以内（＊運転資金は5年以内） 
年2.2％（平成18年12月13日現在） 
 小規模事業者：従業員20人以下 
（商業、サービス業は5人以下） 

※ご利用の際には各種要件がございますので下記 
　までお問い合わせください。  
問合せ　館山商工会議所　　22－8330
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光
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光
部
長
）

谷
野
秀
紀
（
〃
港
湾
観
光
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光
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司
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物流コストを見直しませんか !?

・路線、地域内宅配 

・引越、貸切、積合わせ 

・コース配送、他 

房総の物流プランナー＆パートナー 

安房運輸株式会社 
電話：本社　0470ー22ー0165 

館山　0470ー27ー6151 
http://www.tokyo-bay.ne.jp/̃awa-exp/

景気回復と地域の活性化を
目指して決意も新たに！

三団体合同新年懇親会開催

館山本店 
22ー8881

館山銀座店 
23ー5511

宝石は心の安らぎ 
　メガネと共に快適生活 

館
山
商
工
会
議
所
・
館
山
市
商
店
会
連
合
会
・
館
山
市
観
光
協
会
主
催
に
よ
る
『
三
団
体
合
同
新
年
懇
親

会
』
が
、
１
月
19
日
来
賓
多
数
を
迎
え
、
た
て
や
ま
夕
日
海
岸
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
闍
橋
弘
之
・
当
所
会
頭
、
佐
藤
興
二
・
商
店
会
連
合
会
会
長
、
茂
呂
喜
好
・
観
光
協
会
会
長
を
は

じ
め
地
元
政
財
界
人
や
関
係
団
体
代
表
ら
１
８
０
余
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
主
催
者
を
代
表
し
て
闍
橋
会
頭

が
「
報
道
等
で
景
気
は
回
復
し
て
い
る
と
い
う
が
、
地
方
で
は
依
然
と
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
行
政

と
協
力
し
地
域
経
済
の
発
展
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。
ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
商
工
業
者
を

代
表
し
、
地
域
活
性
化
を
目
指
し
た
陳
情
活
動
の
実
施
や
、
改
正
ま
ち
づ
く
り
３
法
に
よ
る
中
心
市
街
地
活

性
化
へ
の
取
り
組
み
を
重
点
的
に
行
な
い
た
い
。
さ
ら
に
、
間
も
な
く
始
ま
る
ち
ば
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
３
団
体
を
中
心
に
地
域
住
民
と
も
連
携
し
、
館
山
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
大
成

功
に
導
き
た
い
。」
と
挨
拶
、
続
い
て
金
丸
謙
一
・
館
山
市
長
、
浜
田
靖
一
・
衆
議
院
議
員
、
庄
司
健
男
・

千
葉
県
議
会
議
員
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

出
席
者
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
懇
談
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
地
域
経
済
の
発
展
や
、
ま
ち
づ
く

り
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
今
後
の
飛
躍
に
向
け
て
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
出
席
者
の
方
々

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）
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宮沢書店 
TEL 0470ー23ー7771 

●営業時間　9:00AM～8:00PM 
（年中無休） 

本・教科書・文具・ファンシー
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光
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葉
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光

洋（
館
山
市
製
菓
組
合
副
組
合
長
）

酒
井
昌
義
（
鶴
ヶ
谷
八
幡
宮
代
表

役
員
宮
司
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Ｆ
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葉
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Ｆ
Ｅ
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葉
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澤
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岡
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会
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所
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議

員
・
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州
物
流
㈱
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高
橋
幸
民
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〃
常
議
員
・
丸
高
石
油
㈱
）
行

縄
俊
久
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〃
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議
員
・
房
州
瓦
斯

㈱
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瀧
口
喜
雄
（
〃
常
議
員
・
譎

瀧
口
製
材
所
）
外
山
庄
次
（
〃
常

議
員
・
㈱
タ
テ
カ
ン
）
廣
井
武
雄

（
〃
常
議
員
・
㈲
ひ
ろ
い
）
川
合

敏
男（
〃
常
議
員
・
㈲
川
合
商
事
）

川
名
光
俊
（
〃
常
議
員
・
㈱
清
水

屋
商
店
）
青
木
紀
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（
〃
常
議

員
・
館
山
林
業
㈱
）
角
田
衛
（
〃

監
事
・
角
田
衛
税
理
士
事
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所
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川
名
克
己
（
〃
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事
・
㈲
ダ
イ
コ

ク
）
北
村
昇
（
〃
議
員
・
㈲
北
村

商
店
）
樋
口
昌
彦
（
〃
議
員
・
譏

樋
口
陶
器
店
）
石
渡
和
男
（
〃
議

員
・
協
豊
自
動
車
工
業
㈱
）
倉
科

弘
（
〃
議
員
・
イ
オ
ン
㈱
ジ
ャ
ス

コ
館
山
店
長
）
土
井
義
昭
（
ジ
ャ

ス
コ
新
店
開
設
準
備
室
）
吉
田
藤

夫
（
館
山
商
工
会
議
所
議
員
・
㈱

サ
ン
グ
リ
ー
ン
）
小
池
裕
（
〃
議

員
・
㈱
集
賛
舎
営
業
部
長
）
大
田

和
正
之
（
〃
議
員
・
㈲
房
州
日
日

新
聞
社
）
望
月
眞
（
〃
議
員
・
㈱

も
ち
づ
き
）
佐
藤
実
（
〃
議
員
・

㈲
テ
ー
ラ
ー
サ
ト
ウ
）
今
井
光
夫

（
〃
議
員
・
㈲
田
中
建
設
工
芸
）

三
幣
明（
〃
議
員
・
㈱
計
工
務
店
）

三
浦
英
喜
（
〃
議
員
・
㈲
三
浦
商

店
）
石
渡
邦
夫
（
〃
議
員
・
石
渡

邦
夫
税
理
士
事
務
所
）
尾
崎
智
信

http://www.boyodo.co.jp/http://www.boyodo.co.jp/

千葉・市原・木更津・君津・富津・館山・鴨川 
TEL0470(23)5111TEL0470(23)5111

http://www.boyodo.co.jp/

千葉・市原・木更津・君津・富津・館山・鴨川 
TEL0470(23)5111

（
譖
青
色
申
告
会
会
長
）
宇
津
木

尚
之（
譖
青
色
申
告
会
事
務
局
長
）

羽
山
信
一
（
館
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
会
長
）
鈴
木
陽
一
（
館
山
ベ

イ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
・
北

条
海
岸
振
興
会
副
会
長
）
岡
本
康

治
（
館
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会

長
）
浅
沼
孝
司
（
館
山
南
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
幹
事
）
佐
々
木
小
次

郎
（
館
山
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
長
）
鈴
木
保
（
館
山
市
旅
館
組



店
会
連
合
会
会
長
・
㈱
さ
と
う
）

茂
呂
喜
好
（
館
山
市
観
光
協
会
会

長
・
館
山
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
）

闍
橋
弘
之
（
館
山
商
工
会
議
所
会

頭
・
㈱
房
洋
堂
）
小
林
義
和
（
〃

副
会
頭
・
㈲
小
林
貴
金
属
店
）
西

郷
隆
好
（
〃
副
会
頭
・
安
房
運
輸

㈱
）
宮
澤
治
海
（
〃
副
会
頭
・
㈲

宮
沢
書
店
）
山
本
佳
幸
（
〃
専
務

理
事
）

「
房
総
発
見
伝
」
を
テ
ー
マ
に

千
葉
県
の
魅
力
を
全
国
に
向
け
て

発
信
し
、
観
光
客
を
呼
び
込
む

「
ち
ば
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）」
が
２
月

３
日
に
開
幕
し
た
。

当
日
は
、
城
山
公
園
の
特
設
会

場
で
「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、

市
内
各
所
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
た
。
当
所
か
ら
は
、
郷

土
み
や
げ
祭
り
実
行
委
員
会
（
委

員
長
　
古
宮
真
一
）
の
メ
ン
バ
ー

５
店
が
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
つ
な
げ
よ
う
と
館
山
駅
東
口
に

設
け
ら
れ
た
「
さ
と
み
朝
市
」
会

場
に
出
店
し
、
館
山
を
代
表
す
る

銘
品
の
即
売
で
協
力
し
た
。

ま
た
、
館
山
銀
座
商
店
街
振
興

組
合（
代
表
理
事
　
加
藤
喜
久
夫
）

で
は
、
振
興
組
合
ビ
ル
を
、
ま
ち

会 議 所 だ よ り
平成19年２月10日（４）

か
ど
ミ
ニ
博
物
館
と
し
て
「
手
づ

く
り
甲
冑
」
を
展
示
し
、
来
訪
者

を
出
迎
え
た
。

Ｓ
Ｌ
機
関
車
の
到
着
し
た
昼
過

ぎ
に
は
市
民
も
加
わ
り
人
出
は
ピ

ー
ク
を
迎
え
、
銀
座
商
店
街
は
終

日
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

（
小
規
模
企
業
振
興
委
員
・
㈲
尾

崎
商
事
）
山
本
太
一
郎
（
〃
振
興

委
員
・
山
本
菓
子
店
）
長
谷
川
祐

一
（
〃
振
興
委
員
・
ス
ナ
ッ
ク
ふ

り
ぃ
た
い
む
）
福
原
久
泰
（
小
企

業
経
営
改
善
資
金
審
査
委
員
・
末

吉
印
房
）
鈴
木
秀
樹
（
館
山
商
工

会
議
所
青
年
部
会
長
・
㈱
隆
電

社
）
秋
山
正
裕
（
〃
青
年
部
副
会

長
・
㈲
酒
の
あ
き
や
ま
）
小
林
稔

（
〃
青
年
部
監
事
・
㈲
小
林
貴
金

属
店
）
倉
持
久
子
（
〃
女
性
会
会

長
・
倉
持
工
業
㈱
）
角
田
章
子

（
〃
女
性
会
副
会
長
・
㈲
ピ
ー
ス

製
菓
）
酒
井
真
澄
（
〃
観
光
物
産

展
事
場
管
理
運
営
委
員
会
委
員
・

㈱
海
幸
苑
）
小
金
晴
男
（
館
山
市

観
光
協
会
常
任
理
事
・
花
し
ぶ

き
）
中
山
進
（
〃
常
任
理
事
・
館

山
飲
食
店
組
合
長
）
在
原
清
美

（
〃
常
任
理
事
・
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

バ
ス
関
東
㈱
）
酒
井
伸
一
（
〃
理

事
・
た
て
や
ま
夕
日
海
岸
ホ
テ

ル
）
佐
藤
貞
治
（
〃
理
事
・
喜
代

ふ
じ
旅
館
）
内
田
勝
昭
（
〃
理

事
・
㈱
オ
ー
シ
ャ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
館

山
）
永
井
利
雄
（
〃
会
計
・
館
山

日
東
バ
ス
㈱
）
鈴
木
実
（
〃
事
務

局
長
）
加
藤
喜
久
夫
（
館
山
銀
座

商
店
街
振
興
組
合
理
事
長
・
加
藤

菓
子
舗
）
秋
山
準
治
（
〃
振
興
組

合
副
理
事
長
・
㈲
秋
山
呉
服
店
）

三
幣
和
義
（
〃
振
興
組
合
副
理
事

長
・
㈲
さ
ん
ぺ
い
鞄
店
）
望
月
昇

（
〃
振
興
組
合
副
理
事
長
・
望
月

ス
ポ
ー
ツ
用
具
販
売
㈱
）
角
田
吉

夫
（
〃
振
興
組
合
専
務
理
事
・
㈲

ピ
ー
ス
製
菓
）
真
利
谷
憲
一
郎

（
北
条
海
岸
振
興
会
会
長
・
渚
銀

座
料
理
飲
食
業
協
会
会
長
）
加
瀬

三
喜
男
（
北
条
海
岸
振
興
会
副
会

長
・
ス
ナ
ッ
ク
会
社
）
根
津
誠
三

郎
（
北
条
海
岸
振
興
会
・
演
芸
酒

場
呑
起
家
）
保
科
忠
臣
（
長
須
賀

商
業
会
会
長
・
㈱
糀
屋
）
金
岡
春

幸
（
六
軒
町
本
通
り
商
業
会
会

長
・
カ
ネ
オ
カ
洋
服
店
）
三
浦
一

（
〃
副
会
長
・
㈲
東
宝
）
渡
辺
茂

也（
〃
副
会
長
・
㈲
和
田
屋
商
店
）

村
松
真
（
館
山
中
央
振
興
会
会

長
・
㈲
家
電
ノ
村
松
）
糟
谷
次
男

（
〃
副
会
長
・
糟
谷
テ
ン
ト
商
会
）

行
縄
文
雄
（
館
空
通
り
商
業
会
会

長
・
行
縄
製
帆
所
）
佐
藤
均
（
〃

副
会
長
・
㈲
加
納
ペ
イ
ン
ト
工

業
）
川
名
武
光
（
〃
副
会
長
・
譎

大
黒
屋
青
果
店
）
鈴
木
英
彦
（
〃

会
計
・
館
山
柏
崎
郵
便
局
）
加
藤

克
美
（
川
名
根
岸
商
店
会
会
長
・

白
子
屋
酒
店
）
長
谷
川
正
幸
（
〃

副
会
長
・
長
谷
川
ふ
と
ん
店
）
小

滝
周
一
（
那
古
商
店
連
盟
会
長
・

㈲
小
滝
洋
品
店
）
穂
積
久
一
（
〃

副
会
長
・
㈲
穂
積
商
店
）
鈴
木
日

東
士
（
船
形
奉
仕
会
会
長
・
㈲
ま

る
い
鈴
木
商
店
）
竹
山
真
（
〃
副

会
長
・
ぼ
く
や
商
店
）
仲
山
邦
松

（
〃
副
会
長
・
仲
山
製
菓
㈱
）
小

田
禎
二
（
〃
副
会
長
・
㈲
は
た
や

呉
服
店
）
佐
藤
興
二
（
館
山
市
商

南房総GIFT
館山商工会館 物産展示場 

ふるさとの味覚を自由に
詰め合わせて

天保年間創業・通産大臣賞受賞・全国伝統的工芸品 

千葉県指定伝統的工芸品（小糸の煙火） 

代表取締役  福 山 一 郎 

千葉県君津市外箕輪 4丁目10番20号 
蕁0439（55）7033

ち
ば
Ｄ
Ｃ

華
や
か
に
開
幕
！



『
全
国
会
頭
ア
ン
ケ
ー
ト
』結
果

会 議 所 だ よ り
（５）平成19年２月10日

正
を
求
め
る
回
答
も
目
立
っ
た
。

「
国
づ
く
り
は
人
づ
く
り
、
そ
の

人
づ
く
り
は
元
気
な
企
業
、
元
気

な
ま
ち
に
支
え
ら
れ
る
」。
地
域

の
中
小
企
業
が
景
気
回
復
を
実
感

し
、
享
受
で
き
る
よ
う
、
早
急
な

諸
施
策
の
実
行
が
望
ま
れ
る
。

「
行
財
政
改
革
」
の
理
由
と
し

て
は
、「
小
さ
な
政
府
に
よ
る
効

率
的
な
行
政
が
出
発
点
」「
行
財

政
改
革
や
規
制
緩
和
を
強
力
に
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
を
活

性
化
さ
せ
、
企
業
や
勤
労
者
の
所

得
を
増
や
す
こ
と
が
急
務
で
あ

る
」
な
ど
が
あ
っ
た
。

「
少
子
化
対
策
」
と
し
て
は
、

「
少
子
高
齢
化
の
進
捗
に
よ
り
、

労
働
力
不
足
、
社
会
保
障
制
度
へ

「
経
済
成
長
な
く
し
て
、
行
財

政
、
税
制
、
社
会
保
障
な
ど
あ
ら

ゆ
る
改
革
は
成
功
し
な
い
。
全
国

の
商
工
会
議
所
会
頭
は
、「
経
済

活
性
化
」
を
わ
が
国
が
取
り
組
む

べ
き
最
優
先
課
題
と
し
て
考
え
て

い
る
こ
と
が
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
分
か
っ
た
。

こ
の
設
問
で
は
、
優
先
す
べ
き

課
題
に
つ
い
て
、
経
済
活
性
化
、

行
財
政
改
革
、
税
制
、
少
子
化
対

策
、
社
会
保
障
制
度
改
革
、
地
域

振
興
（
ま
ち
づ
く
り
）、
中
小
企

業
支
援
、
労
働
問
題
、
教
育
改
革
、

環
境
対
策
、
憲
法
改
正
、
外
交
、

そ
の
他
の
13
項
目
か
ら
選
ん
で
も

ら
っ
た
（
複
数
回
答
あ
り
）。

回
答
で
は
「
経
済
活
性
化
」

（
１
９
０
人
）
が
最
も
多
く
、
約

60
％
も
の
賛
同
を
得
た
。
次
い
で

「
中
小
企
業
支
援
」（
１
７
４
人
）。

「
地
域
振
興
（
ま
ち
づ
く
り
）」

（
１
６
４
人
）、「
行
財
政
改
革
」

（
１
１
８
人
）、「
少
子
化
対
策
」

（
１
０
７
人
）、「
教
育
改
革
」（
同
）

と
続
き
、
こ
れ
ら
が
１
０
０
人
を

越
え
た
（
グ
ラ
フ
参
照
）。

そ
の
他
の
項
目
に
は
、
格
差
是

正
、
中
小
企
業
省
の
設
立
、
事
業

承
継
税
の
大
幅
引
き
下
げ
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
安
保
政
策
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
た
。
一
方
、「
全
て
が
関
連
し

て
い
る
。
ど
れ
も
重
要
で
、
優
先

順
位
を
つ
け
が
た
い
」
と
い
う
も

の
も
散
見
さ
れ
た
。

「
経
済
活
性
化
」
を
挙
げ
る
理

由
と
し
て
は
、「
経
済
活
性
化
は
、

雇
用
の
拡
大
、
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
、
財
政
健
全
化
な
ど
社
会
全
体

を
力
強
く
前
進
さ
せ
る
原
動
力
」

「
わ
が
国
の
抱
え
る
諸
課
題
の
解

決
策
の
基
本
は
経
済
成
長
に
あ

る
」「
収
入
が
増
え
、
暮
ら
し
向

き
が
良
く
な
ら
な
い
こ
と
に
は
、

ど
ん
な
対
策
を
講
じ
て
も
実
行
が

伴
わ
な
い
。
経
済
が
良
く
な
る
こ

と
が
最
低
条
件
」な
ど
が
あ
っ
た
。

す
べ
て
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
も
、
ま
ず
、
経
済
の
活
性
化
、

成
長
が
必
要
と
指
摘
す
る
も
の
が

多
か
っ
た
。

ま
た
、「
景
気
は
『
い
ざ
な
ぎ
』

を
超
え
た
が
、
地
方
は
停
滞
が
続

い
て
い
る
。
苦
境
に
あ
え
い
で
い

る
地
方
の
中
小
企
業
に
対
す
る
支

援
策
や
、
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
の
施
策
の
早
急
な
実
施
が
持

続
的
な
成
長
の
た
め
の
緊
急
の
課

題
」「
い
ざ
な
ぎ
景
気
に
対
し
、

平
成
の
景
気
は
『
格
差
景
気
』
と

呼
び
た
い
。
弱
者
対
応
こ
そ
政
務

課
題
で
あ
る
」「
地
方
や
中
小
企

業
に
は
景
気
回
復
の
実
感
は
無

く
、
先
行
き
に
つ
い
て
も
明
る
い

材
料
が
見
当
た
ら
な
い
」「
中
小

企
業
の
活
性
化
な
く
し
て
、
日
本

経
済
全
体
の
活
性
化
は
な
い
」
な

ど
、
地
域
や
中
小
企
業
支
援
と
合

わ
せ
た
経
済
活
性
化
策
の
必
要
性

を
指
摘
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。

そ
れ
と
と
も
に
、
大
企
業
と
中

小
企
業
、
都
市
と
地
方
の
格
差
や

二
極
化
を
危
惧
（
き
ぐ
）
し
、
是

の
大
き
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

パ
ー
ト
や
フ
リ
ー
タ
ー
を
導
入
す

る
、そ
の
場
し
の
ぎ
の
対
応
で
は
、

格
差
が
ま
す
ま
す
広
が
り
、
総
じ

て
消
費
拡
大
に
は
つ
な
が
ら
ず
、

経
済
の
安
定
は
図
れ
な
い
」「
将

来
少
子
化
に
よ
り
労
働
力
が
減
る

こ
と
は
、
ひ
い
て
は
わ
が
国
全
体

の
産
業
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
。
急
務
で
、
か
つ
長
期
的
な
対

策
の
検
討
が
必
要
」
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
た
。

「
教
育
改
革
」
で
は
、「
国
を

つ
く
る
の
は
人
の
教
育
が
基
本
」

「
世
界
で
通
用
で
き
る
人
材
の
育

成
を
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
取
れ
る

よ
う
に
す
べ
き
」な
ど
が
あ
っ
た
。

日
本
商
工
会
議
所
は
こ
の
ほ
ど
、
全
国
５
２
０
の
商
工
会
議
所
会
頭

を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
発
表
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
①
平
成
19
年
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
わ
が
国
が
取
組
む
べ
き

優
先
課
題
は
何
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
か
、
②
日
本
の
誇
れ
る
点
は
？

日
本
と
い
え
ば
○
○
。
日
本
の
強
み
は
何
で
あ
る
と
お
考
え
で
す
か
、

③
ご
自
身
の
ま
ち
・
地
域
の
誇
れ
る
点
は
？
お
宝
や
自
慢
で
き
る
も
の

を
挙
げ
て
く
だ
さ
い
、
の
３
点
と
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
に
つ
い
て
聞
い
た

と
こ
ろ
、
３
２
０
人
か
ら
回
答
を
得
た
（
回
答
率
61
・
５
％
、
回
答
者

の
平
均
年
齢
69
・
８
歳
）。

Ｑ
１
　
わ
が
国
が
取
り
組
む
べ
き
優
先
課
題

経
済
活
性
化
、
中
小
企
業
支
援
、

地
域
振
興
（
ま
ち
づ
く
り
）
が
上
位
に

経
済
成
長
が
わ
が
国
の
原
動
力
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（人） 

【わが国が取り組むべき優先課題】 

174

164

118

107

107

65

52

32

21

20

19

7

190経済活性化 

中小企業支援 

地域振興（まちづくり） 

行財政改革 

少子化対策 

教育改革 
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その他 

※複数回答あり



会 議 所 だ よ り
平成19年２月10日（６）

こ
の
設
問
で
は
、
日
本
と
い
え

ば
○
○
、
日
本
の
誇
れ
る
点
や
強

み
に
つ
い
て
、
自
由
に
記
入
し
て

も
ら
っ
た
（
複
数
回
答
あ
り
）。

回
答
は
１
位
が
「
技
術
力
」

（
１
１
１
人
）、
２
位
が
「
も
の
づ

く
り
」（
61
人
）
で
、
こ
の
２
つ

が
多
数
を
占
め
た
。
３
位
が
「
勤

勉
さ
」（
47
人
）、
４
位
以
下
に

「
道
徳
心
・
品
格
・
謙
虚
さ
」（
33

人
）、「
美
し
い
自
然
」（
17
人
）

な
ど
が
続
い
た
（
表
参
照
）。
そ

の
ほ
か
16
位
以
下
に
は
、
知
的
財

産
立
国
、高
付
加
価
値
ビ
ジ
ネ
ス
、

困
難
に
打
ち
勝
つ
力
、
忍
耐
、
根

気
強
さ
、
柔
軟
性
、
順
応
性
、
包

容
力
、
実
直
さ
、
恥
の
文
化
、
異

文
化
を
吸
収
す
る
力
、
終
身
雇
用

制
度
、
家
族
制
度
、
健
康
長
寿
な

ど
も
挙
げ
ら
れ
た
。

１
位
の
「
技
術
力
」
に
は
分
類

の
関
係
上
、「
高
度
な
技
術
力
」

や
「
科
学
技
術
」「
技
術
改
革
」

な
ど
も
ま
と
め
た
。「
技
術
力
」

に
ひ
と
く
く
り
に
し
た
が
、
伝
統

の
技
か
ら
高
度
先
端
技
術
ま
で
広

い
分
野
に
わ
た
っ
て
い
た
。

「
技
術
力
」
と
「
も
の
づ
く
り
」

の
理
由
と
し
て
は
、「
資
源
の
な

い
日
本
は
、
こ
れ
ま
で
高
度
な
技

術
と
勤
勉
さ
で
も
っ
て
発
展
し
て

き
た
」「
少
子
高
齢
化
で
人
口
が

減
り
、
資
源
の
な
い
わ
が
国
が
生

き
残
っ
て
い
く
に
は
、
バ
イ
オ
や

ロ
ボ
ッ
ト
の
先
端
技
術
は
も
と
よ

り
、
伝
統
技
術
を
も
生
か
し
た
も

の
づ
く
り
に
励
む
こ
と
が
肝
要
」

で
き
た
日
本
独
自
の
文
化
伝
統
を

守
り
、
一
方
で
高
品
質
で
低
価
格

な
製
品
を
生
産
す
る
品
質
管
理
能

力
や
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
は
じ

め
と
す
る
優
秀
な
技
術
開
発
能
力

を
持
つ
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

「
勤
勉
さ
」
で
は
、「
過
去
何

度
と
な
く
不
況
を
乗
り
越
え
、
そ

の
た
び
に
新
た
な
事
業
、
業
種
が

業
績
を
伸
ば
し
全
体
を
底
上
げ
し

て
き
た
。
苦
し
い
時
こ
そ
新
た
な

発
想
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
必
要
で
、

そ
の
た
め
の
勉
強
を
し
て
い
る
」

「
日
本
の
高
度
成
長
を
も
た
ら
し

た
の
は
、
日
本
人
の
勤
勉
性
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
」「
日
本
の

勤
勉
な
国
民
性
が
、
今
日
の
経
済

大
国
を
築
き
上
げ
た
原
動
力
の
大

き
な
要
素
で
あ
る
」
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
た
。

ま
た
、「
技
術
力
」「
も
の
づ
く

り
」
の
回
答
は
、「
勤
勉
さ
」
や

「
人
材
」
と
組
み
合
わ
せ
た
も
の

も
多
か
っ
た
。
今
の
日
本
が
あ
る

の
は
、
技
術
に
加
え
、
日
本
人
の

国
民
性
に
よ
る
と
考
え
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

「
道
徳
心
・
品
格
・
謙
虚
さ
」

で
は
、「
日
本
人
の
美
徳
で
あ
る

謙
虚
な
姿
勢
は
宝
で
あ
る
。
文
化

的
に
迷
惑
を
か
け
ま
い
と
す
る
人

間
性
と
、
困
っ
て
い
る
人
に
救
い

の
手
を
差
し
伸
べ
る
優
し
い
心

は
、
日
本
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
。
ビ
ジ
ネ
ス

に
は
不
利
か
も
し
れ
な
い
が
、
長

い
目
で
見
れ
ば
確
固
た
る
評
価
を

受
け
る
信
頼
性
に
つ
な
が
る
」

「
過
去
の
敗
戦
か
ら
見
事
復
興
を

果
た
し
、
豊
か
で
安
全
な
住
み
良

い
国
を
築
き
あ
げ
て
き
た
の
は
、

国
民
の
高
い
道
徳
心
に
よ
る
」
な

ど
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、

「
最
近
の
頭
で
っ
か
ち
の
マ
ネ
ー

ゲ
ー
ム
は
目
に
余
る
も
の
が
あ

る
」「
ほ
か
の
国
に
は
な
い
道
徳

心
が
わ
が
国
に
は
あ
る
が
、
今
揺

ら
い
で
い
る
。
教
育
の
原
点
も
こ

こ
に
立
ち
返
る
べ
き
」
な
ど
を
は

じ
め
、
日
本
の
強
み
だ
っ
た
勤
勉

さ
や
倫
理
観
が
薄
れ
て
き
て
い
る

こ
と
を
懸
念
す
る
回
答
も
目
立
っ

た
。「

美
し
い
自
然
」
で
は
、「
四

季
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
清
澄

な
水
が
ふ
ん
だ
ん
に
あ
る
」「
四

季
の
変
化
が
衣
食
住
に
恩
恵
を
与

え
、
日
本
経
済
の
活
力
に
つ
な
が

る
」「
世
界
遺
産
を
含
め
て
観
光

資
源
が
豊
富
に
あ
る
。
そ
の
資
源

を
生
か
し
、
観
光
産
業
と
し
て
内

外
の
観
光
客
を
動
員
で
き
る
」
な

ど
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
日
本
の
強
み
・
誇
り

を
次
代
に
伝
え
、
守
っ
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
。

こ
の
設
問
で
は
、
自
分
の
ま

ち
・
地
域
の
誇
れ
る
点
を
は
じ

め
、
お
宝
や
自
慢
で
き
る
も
の
を

自
由
に
挙
げ
て
も
ら
っ
た
（
複
数

回
答
あ
り
）。

回
答
は
、
１
位
が
「
観
光
資

源
・
施
設
」（
１
０
３
人
）、
２
位

が
「
伝
統
・
文
化
・
歴
史
」（
66

人
）、
３
位
が
「
自
然
」（
65
人
）。

４
位
以
下
が
「
も
の
づ
く
り
・
産

業
」（
38
人
）、「
名
産
品
・
特
産

品
」（
37
人
）
と
続
く
。

分
類
の
際
に
ま
と
め
た
が
、
１

位
の
「
観
光
資
源
・
施
設
」
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
固
有
名
詞
が
含
ま
れ

て
い
た
。
温
泉
、
城
、
寺
、
古
墳
、

橋
、
動
物
園
、
空
港
、
港
、
も
の

づ
く
り
の
歴
史
を
知
る
観
光
コ
ー

ス
や
産
業
観
光
施
設
、
町
並
み
な

ど
、
自
慢
の
名
所
・
旧
跡
・
施
設

が
並
ん
だ
。「
今
こ
そ
、
観
光
資

源
の
活
用
を
考
え
る
時
」「
先
人

た
ち
が
培
っ
て
き
た
独
創
性
や
進

取
性
に
敬
意
を
表
す
」
な
ど
の
意

見
も
あ
っ
た
。

２
位
、
３
位
に
な
っ
た
、
古
く

か
ら
の
祭
り
な
ど
の
伝
統
・
文
化

や
、
山
、
川
な
ど
の
豊
か
な
自
然

を
観
光
資
源
と
し
て
と
ら
え
た
回

答
も
多
か
っ
た
。

４
位
の「
も
の
づ
く
り
・
産
業
」

は
、
都
市
規
模
の
大
小
に
関
係
な

く
回
答
が
あ
り
、
ど
の
地
域
に
も

自
信
が
う
か
が
え
た
。「
そ
の
分

野
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
や
世
界
一
の

シ
ェ
ア
を
誇
る
企
業
が
多
数
あ

る
。
さ
ら
に
元
気
な
ま
ち
に
し
よ

う
と
い
う
熱
意
や
技
術
を
持
っ
た

経
営
者
と
後
継
者
が
多
い
」。

Ｑ
2

日
本
の
強
み
は
？

資
源
の
な
い
日
本
の
誇
り
は

１
位
　
技
術
力

２
位
　
も
の
づ
く
り

３
位
　
勤
勉
さ

Ｑ
3
ま
ち
・
地
域
の
お
宝
・

自
慢
で
き
る
も
の

観
光
資
源
・
施
設
１
０
３
人

伝
統
・
文
化
・
歴
史
66
人

自
然
65
人

「
戦
後
の
日

本
は
欧
米
諸

国
に
追
い
付

け
追
い
越
せ

と
技
術
開
発

を
進
め
、
今

や
自
動
車
を

は
じ
め
、
製

造
業
の
分
野

で
世
界
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の

技
術
を
持
つ

よ
う
に
な
っ

た
」「
長
い

歴
史
を
歩
ん

1位 

2位 

3位 
4位 
5位 
6位 
7位 
8位 
9位 
〃 
〃 
12位 
〃 
14位 
15位 

111人 

61人 

47人 
33人 
17人 
14人 
13人 
9人 
8人 
8人 
8人 
6人 
6人 
5人 
3人 

技術力 

ものづくり 

勤勉さ 
道徳心・品格・謙虚さ 
美しい自然 
教育 
伝統・文化・歴史 
安心・安全・治安の良さ 
平和主義 
武士道 
人材 
環境問題への取り組み 
経済大国・経済力 
中小企業 
貿易立国 

※複数回答あり
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会議所窓口相談  

商工相談日 
金融相談日 
 
毎週 
　水曜日 
 （午前中） 

毎月第３金曜日 
・中小企業金融公庫（13時～15時） 
・国民生活金融公庫（10時～15時） 

ま
た
、
表
で
取
り
上
げ
た
以
外

に
、
元
気
な
商
店
街
、
行
政
や
商

工
会
議
所
な
ど
で
結
成
さ
れ
た

「
ま
ち
の
活
性
化
組
織
」
を
挙
げ

る
地
域
も
あ
っ
た
。
ま
ち
づ
く
り

に
関
し
て
、「
過
去
か
ら
の
実
績

で
あ
り
、
そ
れ
を
引
き
継
い
で
き

た
歴
代
の
経
営
者
・
行
政
の
努
力

の
た
ま
も
の
」「
た
く
さ
ん
の
観

光
客
が
訪
れ
る
と
と
も
に
、
市
民

の
誇
れ
る
場
所
。
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
見

も
見
ら
れ
た
。

そ
の
ほ
か
、エ
ネ
ル
ギ
ー
拠
点
、

人
口
増
加
率
や
有
効
求
人
倍
率
の

高
さ
、
長
寿
な
ど
の
回
答
も
あ
っ

た
。そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
人
、も
の
、

取
り
組
み
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
強

み
が
あ
る
の
は
、何
と
も
心
強
い
。

去
る
、
平
成
十
九
年
一
月
二
十

五
日
に
仲
川
に
て
定
期
総
会
後
に

Ｏ
Ｂ
の
方
々
を
交
え
て
食
事
や
お

酒
を
交
わ
し
な
が
ら
約
二
時
間

弱
、
意
見
交
歓
会
と
い
う
形
で
委

員
会
を
行
い
ま
し
た
。再
来
年
は
、

青
年
部
の
五
十
周
年
と
い
う
大
き

な
節
目
の
時
期
と
な
る
為
、
部
員

全
員
に
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う

と
多
く
の
部
員
が
出
席
す
る
総
会

後
に
企
画
し
た
と
こ
ろ
Ｏ
Ｂ
の

方
々
を
含
め
約
四
十
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

内
容
と
致
し
ま
し

て
は
、
記
念
事
業
と

し
て
何
を
し
て
行
く

の
か
と
い
う
こ
と

で
、
以
前
、
周
年
実

行
委
員
長
を
務
め
た

Ｏ
Ｂ
の
本
橋
様
、
西

郷
様
に
お
話
を
頂

き
、
青
年
部
の
歴
史

か
ら
そ
の
当
時
の
苦

労
話
等
な
ど
熱
く
語

っ
て
頂
き
ま
し
た
。

又
、
他
の
Ｏ
Ｂ
の
方

か
ら
も
周
年
事
業
を

行
う
に
あ
た
っ
て
の

ア
ド
バ
イ
ス
等
を
頂

き
ま
し
た
。
意
見
交

歓
会
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
大
先
輩
が
多

く
い
た
為
、
部
員
の
中
で
は
意
見

を
発
言
し
た
く
て
も
緊
張
し
て
出

来
な
か
っ
た
方
も
い
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ご
多
忙

中
の
所
、
御
出
席
頂
き
ま
し
た
Ｏ

Ｂ
の
皆
様
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
と
も
、
ご
指
導
ご
協
力

の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。経

営
研
究
委
員
会
　
熊
沢
　
淳

※複数回答あり

1位 

2位 

3位 
4位 
5位 
6位 
〃 
8位 
9位 
10位  

103人 

66人 

65人 
38人 
37人 
15人 
15人 
10人 
8人 
4人 

観光資源・施設 

伝統・文化・歴史 

自然 
ものづくり・産業 
名産品・特産品 
人間性・人情 
地理的条件 
著名人・文化人 
イベント 
まちのにぎわい 

法律・税務・商工相談 

法　律      千葉県産業振興センター 

税　務      齊  藤  晃  夫先生 

　　　      宮  闢  健  一先生 

　　　      仲  村  　  榮先生 

 

■ 

■ 

 

 

 

 

　　ご相談のときは事前にご連絡下さい。 
 

改正消費税個別指導会開催
日　　時 

場　所 

講　師 

相談費用 

持参物 

申込方法 

主　催 

日　時 2月22日(木)・2月27日(火)・3月7日(水) 
《午後1時30分～午後4時30分》 

館山商工会議所　会議室 

千葉県税理士会館山支部　派遣税理士 

無料 （事前にご予約ください） 

必要事項を記入の上、電話又はFAXにて 
下記までお申込下さい。 

館山商工会議所　中小企業相談所 
【TEL 22－8330 ／ FAX 23－4011】 

漓18年分各帳簿（現金出納帳・経費帳等） 
滷16年分決算書・申告書控 
澆税務署から送られてきた消費税申告書 
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◆小規模企業共済とは 
　小規模企業の個人事業主または会社等の役員の方が廃業や退職された場合、その後の生 
活の安定あるいは事業の再建などのための資金をあらかじめ準備しておく共済制度で、い 
わば「事業主の退職金制度」といえるものです。 
　独立行政法人　中小企業基盤整備機構が運営する共済制度で、館山商工会議所は委託団 
体の一つとして本制度の取扱をしております。 
 
◆制度の特色 
１．掛け金は全額所得控除 
　　掛け金は税法上全額が「小規模企業共済等掛け金控除」として課税対象所得から控除 
　できます（１年以内の前納掛け金も同様に控除できます）。 
 
２．共済金は退職所得扱いまたは公的年金などの雑所得扱い 
　　共済金は税法上、一時払い共済金については退職所得、分割共済金については公的年 
　金などの雑所得として取扱われます。 
 
３．共済金は一時払い、分割払いまたは一時払いと分割払いの併用 
　　共済金の受取は、一時払い、分割払いまたは一時払いと分割払いの併用が選択できま 
　す。（ただし、分割払いまたは一時払いと分割払いの併用の場合は一定の要件が必要です。） 
 
４．貸付制度 

　　加入者（一定の資格者）の方は、納付した掛け金総額の範囲内で事業資金の貸付け 
　（一般貸付け、傷病貸付け、創業転業等貸付け、新事業展開貸付け、福祉対応貸付け） 
　が受けられます。 
 
◆加入資格・掛け金 
【加入資格】 
　常時使用する従業員が20人以下（商業・サービス業は5人以下）の方 
１．個人事業主　２．会社役員　３．一定規模以下の企業・協業組合の役員 
　※「常時使用する従業員」には、家族や臨時の従業員は含みません。 
　※加入後に従業員が増えても脱退の必要はありません。 
 
【掛け金】 
　月額　1,000～70,000円（500円刻み）。 




